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都留市ふれあい全国俳句大会を開催しました 　５月28日、都留市文化会館において、第18回
都留市ふれあい全国俳句大会を開催しました。
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■毎年多くの方が参加
される俳句大会。今年
でもう 18回目となり
ます。今後も多くの方
のご参加をお待ちして
います。
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